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 Y 社は、化粧石けんαを製造販売している。X 社の製造販売している化粧石けんβが、

Y 社の有する特許権 k を侵害しているとして、X 社に対して、警告書を送付するとともに、

X 社から化粧石けんβを購入している顧客に対し、「Y 社の特許権を侵害している X 社と

取引するのは貴社のためにならない」旨を記載した書面を送付した。 
 X 社の化粧石けんβが Y 社の特許権 k の侵害とならない場合に、 
 

(1) X 社は、Y 社に対して、Y 社の行為の差止請求をすることができるか。 
 
(2) X 社の化粧石けんβは、Y 社の特許権 k を侵害したと信じたことについて、Y 社

に相当の理由がある場合、差止請求の成否に違いは生じるか。 
 

【１００点】 
 
 


